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表 1　調査の対象資料と四字漢語の抽出語（異なり語数）
資料名 分野 文体・総字数 抽出語数 版本
1798『暦象新書』志筑忠雄訳 物理学 漢字平仮名，12.8万 31 文明源流叢書
1805『医範提綱』宇田川玄真著 医学 漢字片仮名，  4.9万 173 風雲堂蔵版
1815『眼科新書』杉田立卿訳述 医学 漢文＋返点，  7.3万 75 群玉堂蔵版
1836『窮理通』帆足万里撰 物理学 漢字平仮名，22.7万 38 科学古典全書
1851『気海観瀾広義』川本幸民訳 物理学 漢字片仮名，17.3万 82 静修堂蔵版
1852『理学提要』広瀬元恭訳 物理学 漢文＋返点，  5.1万 39 時習堂蔵版












3＋1型 40（ 7.1） 十二指＋腸，粘液様＋症，壊血病＋症，補充機＋系，無機性＋体
1＋3型 3（ 0.6） 肺＋動血脈，肺＋静血脈，小＋固結腫









名詞性語基（N） 363（ 70.6） 138（ 26.9）
動詞性語基（V） 128（ 24.9） 307（ 59.7）
形容詞性語基（A）  23（  4.5）  69（ 13.4）
合計 514（100  ） 514（100  ）



















































客述関係46（9.0） N＋V 46（ 9.0） 引力＋発明，食物＋消化，生命＋保続，弾力＋増進，分子＋離析
連用修飾関係
17（3.3）
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表 5のようにまとめられる。
表 5　用言性の後部二字語基を持つ四字漢語の接続パターンの分布
結合関係 語数（%） 動詞接続（%） 形容詞接続（%） 名詞接続（%）
主述関係
N＋V 156（30.4） 80（51.3） 1（ 0.6） 75（48.1）
N＋A 61（11.9） 0 21（34.4） 40（65.6）
並列関係
V＋V 91（17.7） 56（61.5） 0 35（38.5）
A＋A 3 0 2 1
V＋A 2 0 0 2
客述関係 N＋V 46（ 9.0） 17（37.0） 0 29（63.0）
連用修飾
A＋V 10（ 1.9） 8 1 1





































































































































































（514） 331 （1語基あたりの平均造語数は約 1.55語になる）
　表 6によると，「神経」の造語数は 16語で最も多く，造語数 10語の「角膜，血液，眼瞼」は
これに続いている。しかし，全体的に見れば，造語数の多い語基が少なく，造語数が減少するに
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つれ，該当の語基が逆に数を増している。造語数 2語のレベルになると，語基の数が急増し，造






資料名 神経 角膜 血液 眼瞼 瞳孔 大気 物体 栄養 眼球 粘液
医学
1805『医範提綱』 6 4 2 5
1815『眼科新書』 10 1 10 7 6




1851『気海観瀾広義』 2 3 4
1852『理学提要』 3 1































（514） 369 （1語基あたりの平均造語数は約 1.39語になる）
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表 9　前部二字語基の出自状況
資料名 4字出典あり 2字出典あり 2字新義あり 2字出典なし 資料別合計
1798『暦象新書』 1（ 3.4） 27（ 7.5） 1（ 5.6） 1（ 0.9） 30（ 5.8）
1805『医範提綱』 17（58.6） 125（34.7） 4（22.2） 23（21.5） 169（32.9）
1815『眼科新書』 0 23（ 6.4） 0 25（23.4） 48（ 9.3）
1836『窮理通』 2（ 6.9） 24（ 6.7） 2（11.1） 7（ 6.5） 35（ 6.8）
1851『気海観瀾広義』 6（20.7） 54（15.0） 3（16.6） 13（12.1） 76（14.8）
1852『理学提要』 0 29（ 8.0） 1（ 5.6） 6（ 5.6） 36（ 7.0）
1857『扶氏経験遺訓』 3（10.4） 78（21.7） 7（38.9） 32（30.0） 120（23.4）
出典有無の合計 29（ 5.6） 360（70.1） 18（ 3.5） 107（20.8） 514
表 10　後部二字語基の出自状況
資料名 4字出典あり 2字出典あり 2字新義あり 2字出典なし 資料別合計
1798『暦象新書』 1（ 3.4） 24（ 5.9） 0 5（ 7.1） 30（ 5.8）
1805『医範提綱』 17（58.6） 129（31.6） 0 23（32.9） 169（32.9）
1815『眼科新書』 0 41（10.1） 1 6（ 8.6） 48（ 9.3）
1836『窮理通』 2（ 6.9） 24（ 5.9） 1 8（11.4） 35（ 6.8）
1851『気海観瀾広義』 6（20.7） 60（14.7） 2 8（11.4） 76（14.8）
1852『理学提要』 0 23（ 5.6） 3 10（14.3） 36（ 7.0）
1857『扶氏経験遺訓』 3（10.4） 107（26.2） 0 10（14.3） 120（23.4）






  （N＋V）  太陰盈虧 生機発動 大便結閉 肢体厥冷 大便秘結 津液凝結
       寒熱偏勝 大便渋滞 肌肉痩削 大便通利 循環往来 万物化成
       電光下射 腠理閉塞 万物成形 半身不遂 皮膚乾燥










































































  分子－ 分子分解 分子稀薄 分子離析 分子疎合
  組織－ 組織稠密 組織変常 組織形成 組織分子
  栄養－ 栄養過度 栄養温暖 栄養補充 栄養補給 栄養不給 栄養長育
  揮発－ 揮発衝動 揮発透竄
  刺戟－ 刺戟衝動
  金属－ 金属製剤
　一方，後部二字語基では，「新義あり」のものが「分子」と「組織」の 2語だけで，造られた
四字漢語は次の 7語である。
  －分子 組織分子 流体分子 聚成分子 同質分子 異質分子 異類分子
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  圧迫 圧力 拡張 汗管 気管 稀液 焮衝 焮熱 元素 甲状
  高点 錯繚 嗅覚 硝球 畳屈 畳折 触知 舍密 節税 総身
  体液 炭質 単択 弾性 張拡 動眼 導体 粘膜 燃質 卑点
  複択 沸醸 方型 飽酸 飽和 脈管 烊解 溶崩 流質 硫質
　また，後部二字語基に用いられたこの種の語基をあげると，「神経（9），引力（6）」のほか，




  圧縮 圧力 曇暗 汚点 回束 会束 拡張 癌症 稀渙 稀淡
  機能 夾酸 狭縮 欣揚 屈線 結晶 健穏 翅翳 充張 縮窄
  松疏 畳屈 皺縮 繊維 叢束 増容 滞止 搐摯 透竄 導体














資料名 4字有典 有典＋有典 無典＋有典 有典＋無典 無典＋無典 資料別合計
1798『暦』 1（ 3.5） 22（ 7.2） 2（ 1.9） 5（ 8.9） 0 30（ 5.8）
1805『医』 17（58.6） 108（35.5） 21（20.2） 17（30.4） 6（28.6） 169（32.9）
1815『眼』 0 23（ 7.6） 18（17.3） 0 7（33.3） 48（ 9.3）
1836『窮』 2（ 6.9） 17（ 5.6） 7（ 6.7） 7（12.5） 2（ 9.5） 35（ 6.8）
1851『気』 6（20.7） 47（15.5） 13（12.5） 7（12.5） 3（14.3） 76（14.8）
1852『理』 0 18（ 5.9） 5（ 4.8） 11（19.6） 2（ 9.5） 36（ 7.0）
1857『扶』 3（10.3） 69（22.7） 38（36.6） 9（16.1） 1（ 4.8） 120（23.4）
合計 29（ 5.6） 304（59.2） 104（20.2） 56（10.9） 21（ 4.1） 514












  創傷＋出血 大気＋分離 弾力＋増加 地球＋回転 肺臓＋結核 呼吸＋窒塞
  感動＋遅鈍 精力＋乏弱 抗抵＋過盛 神思＋安靜 気味＋酷烈 尿道＋刺痛
  冷血＋動物 気状＋流体 人工＋冰点 生機＋活動 酸化＋炭気 天然＋磁石
  活潑＋健運 流利＋運行 腹疾＋喘息 実性＋失血 子宮＋分娩 定時＋発歇
  降下＋時刻 屈伸＋運動 生殖＋機関 製造＋装置 証治＋方法 乳養＋動物
  過剰＋運動 有形＋病因 内薬＋誤用 膿核＋排出 気類＋分離 器械＋制造
  駆体＋養育 身体＋構成 胎子＋産出 血液＋製造 乳汁＋分泌 吸収＋貯蔵









  圧迫＋攣急 引力＋発明 液質＋調和 温素＋発生 角膜＋創傷 拡張＋分解
  眼球＋突出 虚性＋失血 焮熱＋衝動 痙攣＋疼痛 元素＋分解 甲状＋軟骨
  酸素＋消耗 触覚＋活動 食欲＋健良 神経＋錯乱 繊維＋間錯 体液＋過剰
  単択＋親和 瞳孔＋異常 導体＋連接 粘膜＋凝結 燃質＋分解 卑点＋視度
  病毒＋侵染 沸醸＋化熟 慢性＋痢疾 流質＋重力














  感覚＋過敏 感覚＋触知 吸収＋機能 血脈＋過敏 呼吸＋健穏 光線＋速力
  抗抵＋張力 催進＋結晶 磁石＋引力 生命＋保続 大気＋拡張 大気＋弾力








  触覚＋過敏 錯繚＋会束 弾性＋流態 畳屈＋叢束 畳折＋回束 動眼＋神経
  角膜＋汚点 角膜＋曇暗 角膜＋膿瘍 角膜＋翅翳 角膜＋皺縮 脈管＋狭縮
  気管＋縮窄 神経＋繊維 炭質＋夾酸 嗅覚＋過敏 眼球＋癌症 張拡＋増容
































































Four-Chinese-character Words in Written Documents of Dutch Studies
ZHU Jingwei
Beijing Foreign Studies University
Invited Professor, Department of Linguistic Th eory and Structure, 
National Institute for Japanese Language and Linguistics [–2010.10]
Abstract
In the contemporary Japanese language, four-Chinese-character words are widely used and have 
great vitality in word formation. But when did these word formation patterns and the various 
characteristics of four-Chinese-character words develop? Th is paper attempts to fi nd an answer 
based on written documents of Dutch Studies from the latter half of the nineteenth century.
  Previously, the author (Zhu Jingwei, 2011a) carried out a comprehensive analysis of three-
Chinese-character words in these documents. Th is paper shifts the focus to the four-character 
words in the same texts. Th e topics addressed include word formation patterns, the productivity 
of the two-character elements that combine into four-character words, the origins of these two-
character elements, etc.
  Th e four-character words in Dutch Studies documents are the direct ancestors of many 
of the four-Chinese-character words used in contemporary Japanese, and also, as a result of 
communication between China and Japan, they led to many of the four-character words used in 
Chinese. Th erefore, Japanese words of this type deserve further study.
Key words:  written documents of Dutch Studies, four-Chinese-character word, two-character 
element, word formation pattern
